
 

令和３年度三田市高校生議会  質 問 書 

 

【質 問 者】９番 有馬高等学校 １年 西本 哉太（にしもと かなた） 

【担 当 課】市長公室 若者のまちづくり課 

【答弁予定者】市長 

【質 問 事 項】若者の活躍できる町づくりについて 

【質 問 内 容】 

 ９番 高校生議員の有馬高等学校１年の西本 哉太です。私からは若者の活躍できる町づ

くりについてお伺いします。 

 私は中学校、高等学校の授業で何度も耳にした「少子高齢化」を市で行える範囲で改善・

対策していかなければならないと感じました。まず、少子高齢化が進むことによる大きな問

題点は「お金・税金」だと思います。福祉・医療を市民に提供するのにもお金がかかります。

納める人が減れば納められるお金も減り、福祉・医療を提供するにあたって市民に負担して

いただく金額が増加して、当然一人当たりが納めなければならない税金も増加してしまうと

思います。以上の問題点を含めましてお聞きしたいと思います。 

三田市が出している「三田市の現況」という資料にある人口のグラフを見てもわかる通り

平成２７年と令和２年のものを比べると令和２年の方が 20～30 代にかけて人口が減ってい

ます。しかしこれからの社会を担う若者には三田市に住み地域と連携した暮らしをして欲し

いと考えています。そのためにも、若者や学生にも市に興味を持ってもらい住みたいと思っ

てもらう必要があると思います。 

まず一つ目に、三田市で遊ぶ場所についてアンケートを行いました。イオンや公園などが

特に多かった回答です。そのため、公園で安心・安全に遊ぶことのできるよう整備を欠かさ

ないことや防犯機能を高めることが若者に三田市で住んでもらう上で必要になると考えてい

ます。また、若者が遊べる場所を今以上に増やしていけば興味・関心を持ってもらえるので

はないでしょうか。 

二つ目に例えば現在三田市では「こうみんプログラム」としてたくさんの企画が行われて

います。学びや体験を通して色々な人と交流を行うことができ、新しいことを知る機会とな

るので、子どもが市で楽しいことができると認識することができてよいと思いました。これ

から大人になっていく学生を対象にすることによって将来三田市で生活しようと思ってもら

えるチャンスにすることができ、とても効果的だと思います。他にも移住、定住に関する取



り組みも進めていると聞きました。だからこそこのような素敵な企画を多くの人に知ってい

ただきたいと思いました。 

しかし、「こうみんプログラム」を知っているか４５人にアンケートをとった結果、４１人

が知らないと答えました。そのために SNS（三田市議会議員の方も Twitterをされています）

を活用し、若者や学生に情報を届けていくべきではないかと思います。今はホームページだ

けでなく、YouTubeや Tiktok, Instagramでも情報を伝えられると考えています。 

以上のことにつきまして、市の考えをお聞かせください。 
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【答弁内容】 

 私からは、西本議員の「若者の活躍できる町づくりについて」お答えします。 

 日本の共通課題である少子高齢化に加え、三田市は、ニュータウン開発に伴い一時
いっとき

に多く

の転入者を迎えたことから、その人口構造に大きな偏りが生じました。今後も急速に進む高

齢化は本市の喫緊かつ大きな課題です。また、議員ご指摘のとおり、本市では、20歳代の転

出が大幅に超過しており、議員はじめ本市で生まれ育った若者が地元三田に愛着を持ち、住

み続けてもらいたいと強く感じています。 

 議員が実施された２点のアンケート結果も参考にしたいと思います。 

 まず、１点目の遊ぶ場所については、三田市には有馬富士公園をはじめ甲子園球場 94個分

の公園があり、一人当たりの公園面積は兵庫県下トップクラスを誇ります。安全安心に遊ぶ

ことができる公園は、若者が集い憩うほか、将来的にも楽しい思い出として深く心に残りま

す。また、子育て世代にとっても子どもの成長を育む大きな地域の財産です。 

 続く２点目の「こうみん未来塾」についても、学びを通じて子どもだけでなく高齢者や、

地域で活動する人々など多世代間の交流を促進するプログラムとして注力しており、学校教

育では得ることができない体験は、子どもたちにとって貴重な財産です。 

 若者が本市に魅力を感じ、暮らし続けるためには、こうした遊び、学ぶ機会に加え、住み、

働く場も欠かせません。現在「さんだ移住・定住促進アクションプログラム」の取り組みを

進めており、徐々に効果は出ていると実感しています。 

 一方で、議員が指摘されるように、効果的で魅力ある情報発信の手法には、更なる充実強

化が必要です。一例として、市は昨年 10月から、緊急情報のほか、市政情報やイベント情報

など、暮らしに役立つ情報を LINEでお届けする取り組みを開始しました。議員がアンケート

を実施された「こうみん未来塾」も、LINEを通じて開催を告知しています。他にも三田市で



実施されるイベントや施策など積極的に発信していきますので、友達登録がお済みでない場

合は、是非この機会に登録をお願いします。また、ご家族やご友人など周囲の方々に広くご

案内いただきたいと思います。情報発信手段の進歩は著しく、市としても議員をはじめとす

る若い世代の発信力に大いに期待するところであり、今後とも是非積極的な提案をお待ちし

ています。 

 最後に、若者の活躍は、若者を取り巻く様々な世代にも好循環を生み出し、まち全体に元

気を与え、活気を生みます。議員はじめ若い世代の皆様には、様々な形で積極的にまちづく

りに関わっていただき、三田の未来を担う中心として広く活躍していただくことを心から期

待しています。 



平成27年度と令和2年度比較



高校生男女24人への
アンケート結果

・公園…有馬富士公園

・イオン（ウッディタウン）
（フラワータウン）



高校生男女45人への
アンケート結果

知らないと回答…約10倍


